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韓 国 に お け る 「入 学 査 定 官 制(AdmissionsOfficerSystem)」 の

実態と課題

趙 卿 我

1,は じめ に

韓国におけ る 「入学査定官制(AdmissionsO箭cer

System)」 とは、大学入試の抜本的な問題解決のため、

2007年 か ら学生選抜についての専門家である 「入学査

定官(AdmissionsOfficer)」 を大学側が採用し、入試を

行 うことである。 この制度は、従来の成績の点数化や

単純合算など(学 生生活記録簿1、大学修学能力試験、

大学別考査)に よる選抜方法が招いたといわれている

学力低下への反省か ら、学生の成績(点 数化や単純合

算で測れるもの)と 共に個人の学習環境、潜在 してい

る能力及び素質などを総合的に判断 し、変化する社会

に対応すべ く入学試検の見直しを行っている。 これに

より教育現場で も、現在、教育目標に対する改革が求

められているとい う状況である。

戦後(1945年8月15日)韓 国の大学入試制度は、

社会、政治、文化の影響によ り大きく15回 、細部にお

いては36回 も改定された。改定の過程には、大学が独

自に実施す る「本考査」と国家が実施する「国家考査」、

また、高校での内申書の反映比率の変化が主 としてみ

られる。

教育に関する制度や指針の動向には、その当時の政

府の理念が大きく影響する。Gim,Yeong-Sane大 統領の

「文民政府(1993年 か ら1998年 まで)」 か らは、21

世紀 の知識 ・情報化の時代を迎えるにあた り、個人の

思考の多様性や創意性を高めるため、 「7次教育課程」

2(1997年 施 行)で 「遂行評価(performanceassessment)

3」を導入 し
、1999年 に は全国すべての初 ・中 ・高等

学校で 実施 され ることとなった。

そ して、「国民政府(1998年 か ら2003年 まで)」 で

は、遂行評価及び代替的評価(alternativeassessment>

に関す る評価方法の研究を進め、教育現場で実施可能

な、具体的な実践事例が多 く取 り上げられた。この時

期は、前 「文民政府」の教育政策を引き継 ぎながらも、

とりわけ 「変化する人間の能力 ・知能に対す る新 しい

観点」を打ち出 して学校教育に対する新 しい目標設定

の必要性が強調 された。それによ り教育現場では、「高

等思考記述(高 次の学力)」 を育成するために、学生の

批判的な思考、創意的思考、問題解決能力を評価す る

遂行課題やルーブ リック(評 価指標)の 作成 が盛んに

行われていた。

また、2003年 に誕生 した1,Myeong-Bak大 統領の 「参

与政府」では、国民政府の教育政策を維持 しなが ら、

課題 として残 された教育における機会平等を基調 とし

て実践 と成果を重視する実用主義路線の教育改革が行

われている。特に、教育格差解消のため、地方教育の

充実にカを入れているとともに、大学の構造自体を調

整、改革す るなど、「大学競争力強化」を基本方針 とし

て大学の 自律化を目指 している。以上の 「文民政府」

「国民政府」「参与政府」による重要な教育政策をまと

めたものが図1で ある。

図1韓 国の教育評価の改革

⇒ 輯 博政府の新い 鞘 改勘 鞭 は何・ゆ

公開シンポジウム 「日中韓の教育課程・教育評価改革の動

向 一韓国の教育評価の改革及び最近の動向一」『京都大
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国家主導の政策 として推進 された遂行評価 は現在、

韓国における教育課程改革の柱 として位置づけられて

いる。教育現場では、学生の手続 き的な(過 程的、方

法的)知 識や実際状況(実 生活 ・真正性が高い状況)

で の問題解決能力(高 次の思考機能)の 伸長を重視 し、

代替的評価のなかに遂行評価、真正の評価が位置づけ

られている。これは、PISAに お ける 「リテラシー」の

概念 と類似 している。 こうした学業成績のみに偏重 し

ない評価法を取 り入れた ことが、韓国がここ数年、

OECDの 国 際学力調査であるPISA、 またIEAの 国際

数学 ・理科教育動向調査TIMSSの 結果において連続上

位 圏にランク5づ けられ ている理由の一つではないか

と考 えられ る。

以上のよ うに1990年 以 後、韓国の初 ・中 ・高等学

校で行われたダイナ ミックな教育改革のなかで、いま

や国民的行事 となっている大学入試 自体の改革が求め

られたのは必然でもあった といえよ う。

表1入 学査定官制の3段 階定着方案

そ こで本稿では、韓国の入学査定官制の導入過程 と

その改革から、まず本制度そのものについて議論 し、

入学査定官制が採用 している学生評価要素の基準、そ

して各大学の実行状況に着 目す る。これ らの論点から、

韓国で国家政策の1つ として実行されている入学査定

官制が導入 される過程 とともに現在の教育評価改革の

実態 と課題を明 らかにしたい。

現在(2010年)の ところ日本において韓国の入学査

定官制の研究は見られない。 しか し、近年、 日本では

大学入試制度とそれ以前の学校教育のあり方 ・目標 と

の齪齪を問題視す る声 も少なくない。そこで本稿では、

入学査定官制を取 り上げ、韓国での政治、社会的な課

題 となっている教育問題を分析 し、その本質を究明す

る。

段階 年度 入学査定官制の3段 階定着の目標
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■選択 と集中の原則による推進大学育成。

目標:10校 の先進大学に集中投資 し、内質化を求める。

入学査定官の役割:学 査定官の書類 ・面接審査など参与の拡

大。

入学査定官制の支援事業:47校 選別:先 進15、 継続23、 新規

9a

■入 学査定官専門養成 ・訓練プログラム解説 ・運営。

支援 目的:専 門性 を持つ入学査定官の安定的な確保。

・専門能力養成 ・訓練プログラムの運営機関5校 選別。
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目標:先 進大学拡大。

入学査定官の役割:入 学査定官の役割拡大、主導的参与。

入学査定官制の拡大:学 生部記録の内質化、学校情報公試、

進学担当教師の専門性強化により私教育(学 習塾や専門学

校 ・専修学校での学び)の 依存無しで大学入試を準備。

支援拡大:入 学査定官制を活用した選抜学生数及び入学査定

官採用のための予算支援拡大。
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目標:先 進大学拡大以外の大学まで拡散。

韓国型 の大学の入学査定官制の定着:「 典型(モ デル)」6の 特

性により 「韓国型入学査定官制J定 着。

継続支援:2012年 以 降にも継続的に予算の支援。

(教育科学技術部7の 「入学査定官制の3段 階定着方案」より筆者が訳出)

2「 入学査定官制」の展開

(1)入学 査定官制

韓国の入学査定官制導入のきっかけとなったのは、

1999年 か ら実行 している 「3不政策」8で あった。これ

は、「本考査」「高校等級制」のように学業成績を中心

とした大学入試の選抜方法によ

り、初9・中 ・高等学校での激 し

い競争 と課外勉強(学 校授業外

での勉強)の 苦 しみから学生を

解放するためのものであった。

そこでは大学の序列化、激 しい

入試競争、学校教育の自律性や

責務性の欠如への反省があった

が、転 じて個人の学習環境、適

性、潜在的能力、将来の成長可

能性まで視野に入れ、 とりわけ

実際の状況で学生が持っている

知識、またそれを遂行す る能力、

さらに探究する能力の成長を促

すことをね らうものであった。

それ以後、2004年8月 に参与

政府が発表 した 「2008年 度以降

の大学入学改善案」では、具体

的な実行へ移すため、①学校生

活記録簿の反映比率拡大、②「大

学入試(大 学修学能力試験1°)」
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反映比率の減少、③入学査定官制を活用 した学生選抜、

④特集(特 殊)目 的高の卒業生を対象に同一系特別試

験導入、⑤貧困層に対する特別試験制度導入及び拡大

が強調 されている。 ここでは、大学入試の大きな骨組

は維持 しながら実行過程でみられ る問題点や課題を中

心に改善を求めている。つ まり、従来政府が主導 した

画一的な学生選抜システムから離れ、前述 したように

学生個人の環境、潜在力、素質などを専門的に評価基

準として取 り入れた評価改革である。

そ して、1,Myeong-Bak政 権 の教育政策より2008年

3月 の 「3段階の入試自律化」では、3段 階により教育

改革が行われることになってお り、その一つである入

学査定官制では各大学の特性に合わせて人材を発掘 し、

学生の潜在力を見出すためのモデルを提示 し2012年

までに完全な大学自律化を求めて入学査定官制を実施

している。具体的な 「入学査定官制3段 階定着方案」

は、表1の ようである。

入学査定官制3段 階定着方案では、入学査定官制を

定着 させるため、2009年 か ら2011年 までは入学査定

官制の定着 を目標に して内質化(大 学内での構造的定

着)か ら実行へ拡大す ることを示 している。このよ う

な状況により、韓国の学校現場では2007年 以後から初

等学校の段階において進路をよ り具体化す るようにな

り、学校生活記録簿の非教科領域の活動を中心に専門

的なポー トフォリオの作成を充実 させて記録・管理 し、

体系的な準備を整えることも必要になっている。また、

非教科領域の重要性 がもっとも高 くなっていることは

特筆すべきであろ う。例えば、特別活動(総 合学習)、

ボランテ ィア活動、体験活動、受賞経歴、読書活動、

放課後活動などに対 して学生 自らが長期的に実績を蓄

積 ・管理す ることが要求されている。

しか し、非教科領域の評価 に関しては担任教師の

主観的な判断が関与する可能性があり、学校生活記録

簿の非教科領域活動の評価状況に関す る信頼性を保つ

ため、教育科学部は図2の ような 「非教科領域総合支

援 システム」を運営 している。2009年 の教育科学部が

示 している 「非教科領域の総合支援システム」は、図

2に 示 した通 りである。

非教科領域総合支援システムは、教師に よる生活記

録簿の記録内容を、非教科領域の多様化によ り学生が
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自律的に管理 ・構築す るために作 られたものである。

このようなシステムはNEISuと 連 携 し、入学査定官制

の資料 として扱 うことが予定されている。 このような

システムにより、学生個人の学業(学 力)能 力、職業

能力可能性、芸能、社会参与、放課後学習、創意活動

な ど、学生のあ らゆる能力と個性に関する情報を学生、

教師、学校及び教育機関、入学査定官が共有すること

ができるわけである。

さらに、評価の公定性や信頼性 の確保のために各大

学、韓国大学教育協議会、高校は評価方法の専門性 を

高めている。 とりわけ各大学は、入学査定官制の倫理

規定及び方針 を制定し、それを遵守 している。各大学

で求めている入学査定官制の具体的な内容を大学側が

提示 し、評価する際に 「入学典型(モ デル)公 定管理

委員会」「自治監査委員会」などを通 じて信頼性 を向上

させている。

(2)入 学査定官制の評価要素

韓国での入学査定官(admissionofficer)と は、大学

内ではなく独立 した行政補職で、年間を通 じて大学入

(大学入学査定官制のホー ムページによ り12筆者が訳出)

試関連業務 を遂行す る専門職である。入学査定官は、

多様な試験資料 を審査、学生の潜在力及び素質を評価

し、入学可否を決定す る。入学査定官の役割は、① 高

校及び大学の教育課程 を分析 し、関連情報 ・資料を蓄

積・管理す る ② 効果的な典型(モ デル)方 法(基 準の

モデル化)を 研究・開発する ③ 各校の入試資料 を審

査 ・評価 し、入学の可否を決定する ④ 入学生及び在

学生の学業 と学校生活 を支援す ることである13。韓 国

大学教育協議会が示 している入学査定官制での共通選

抜要素は、表2の ようである。

入学査定官制の共通選抜要素では、表2で 示 したよ

うに大きく① 認知的特性、② 情意的特性、③ 潜在力、

成長可能性、学科適応可能性に分けられている。① 認

知的特性 には、学生の論理的思考力や創意力とともに

適性(大 学進学の適性)が 重視 されている。つま り、

従来の 「成績=大 学」とい う進学図式から、個人の 「適

性=進 路」が本来の進学 目的 となるような先進的な選抜

法を求めているといえよ う。また、②情意的特性、③

潜在力、将来の成長可能性のよ うな、信頼性、客観性

の確保が難 しい領域 にも評価の観点を入れて入試を行

っている。各大学による入学査定官制の 「共通手続 き

及び基準」は、以下図3の ように定められている。

図3よ り各大学は、信頼性、客観性の確保のため、

入学まで最低限 「事前公知」「書類審査」「深層面接 ・

討論」「最終選抜」の4段 階の手続きを行っている。そ

して、あらかじめ各大学の設立理念と求めている人材

像を公知 し、書類審査を行 う。 「深層面接 ・討論」で

は、従来 とは異なる学生個人の環境、潜在力及び素質

なども総合的に判断する。例えば、私立大学である建

国大学では、入学選考項 目として2009年 か らKU[4入
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学査定官制典型(モ デル)1(リ ー ダーシップ)、典型

(モデル)II(自 己推薦)、 典型(モ デル)皿(芸 術)

を実施 し、「書類審査」に通った入学志望者が一泊二日

に渡 り合宿 を行い、①集団面接、②討論面接、③発表

面接、④個別面接を実施 している。 ここでは、学生の

自己表現の機会 を多く提供 し、学問的な力量や潜在力

を綿密に観察 し、選抜 しているとい う。特に、討論面

接では、問題解決能力、創意性及び論理的な思考を確

認す るた

めの問題や課題が与えられ る。このように、入学査定

官制には共通 した入学手続 きと選抜の基準が定めら

れている。 しか し、査定官にっいては、各大学により

それぞれ起用の背景が異なっているのが現況である。

例えば、国立大学であるソウル大学は、コーネル大学

と 「学生選抜組織 とプログラムに対する診断およびア

イ ビー リーグのノウハ ウの伝授」に関する契約を結び、

米名門大学で入学選考 ・手続きに関する専門家として

29年 間 勤務 してきたデービス部長を入学査定官に任

命 した。 これは、初めて海外の専門家に入学組織の改

革を任せた、ということである。 ソウル大 は、デービ

表3大 学典型(モ デル)要 素及び要素別反映比率
一

区分 大学名
募集
時期

典型名
募集
入員

典型要素別反映比率(100%)

1段 階:書 類評価(評 価書類:学 校生活記録簿、推選書、

自分PR書 、実技考査結果(芸 術大学、音楽大

機会均衡選抜制度特別

典型
140

学)、 その他の証票書類)

2段 階:書 類評価と面接考査(師 範大学の場合教職適

性 ・人間性検査を含む)の 結果を総合的に評価

(提出書類の内容を参考にし、応募者の専攻適

性及び基礎学業遂行能力に関する評価)
随時

総合典型を実施 し、書類評価、実技能力(芸 術 ・体育)

を評価する。(評 価書類:大 学修学能力試験の成績、

国立

ソ

ウ

ノレ

外国人 ・北朝鮮離脱住

民特別典型
173

学校生活記録簿(提 出可能な場合のみ)推 選書、自分

PR書 、実技考査結果(芸 術大学、音楽大学)、 その他

の証票書類
大 面接内容:提 出書類内容などを参考し、応募者の専攻

適性及び基礎学業遂行能力に関する評価

総合典型を実施 し、書類評価と面接考査(師 範大学の

場合教職の適性、人間性を含む)の 結果を総合的に評

価する。(評 価書類:大 学修学能力試験の成績、学校

定時

(B)

特殊教育対象者特別
典型

18
生活記録簿(提 出可能な場合のみ)推 選書、自分PR書 、

実技考査結果(芸 術大学、音楽大学)、 その他の証票

書類
面接内容:提 出書類内容などを参考し、応募者の専攻

適性及び基礎学業遂行能力に関する評価
KU入 学査定官典型1

(リー ダーシップ)
30
1段 階:書 類 評 価100

2段 階:深 層 面 接100

KU入 学査定官典型II 1段 階;書 類評価100

(自己推薦)
60
2段 階:深 層 面 接100

建
Ku入 学査定官典型m

5
1段 階:書 類評価100

国 (芸術) 2段 階:芸 術テス ト+深層面接100

私立 支
ソ

随時

1次
KU入 学査定官典型IV

(次世代在外同胞)
30
1段 階:書 類 評 価100

2段 階:深 層 面 接100
ウ

/L 農漁村学生典型 izo
1段 階:書 類 評 価100

2段 階:書 類+深 層 面接10

在外国民及び外国人典

型
60
1段 階1書 類 評 価100

2段 階:深 層 面接100

特殊教育対象者典型 zo
1段 階1書 類 評価100

2段 階:深 層 面接100

(大学入学査定官制のホームページより筆者が訳出)
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ス部長に入学に関するすべてのシステムとプログラム

を公開 し、 「政府が主導する画一的な学生選抜 システ

ムを離れ、学生の学習環境 と出身学校を視野に入れた

入試査定官制に移行するとい う意志」を強調 しているIS。

それでは、このような入学査定官制を推進 し、維持

す るために、各大学の取 り組みの現状と課題は どのよ

うなっているのであろうか。その点を次に見てみ よう。

3各 大学の実行の現状と課題

(1)各 大学の入学査定官制の典型(モ デル)

韓 国の入学査定官制 は、「大学の革命」 とも呼ばれ

なが ら社会的に大きな期待を担って実施 され るに至っ

た。

現在、入学査定官制で活用 している典型(モ デル)

は、学校生活記録簿、面接、論述、大学修学能力試験

である。また書類審査は、 自己紹介書(志 願動機、

学業計画、教科及び非教科関連の経験な ど)、教師推薦

状、公認 された語学成績、受賞経歴などであ り、紙筆

考査では評価 しにくい高次の学力を評価対象 とす るこ

とを 目指している。

実施は、まず2007年 当時の教育人的資源部の財政

支援で10校 の大学(政 府支援大学:10、 独 自実施大学:

0)が 選 抜され、行われた。また、2008年 には41校(政

府支援大学:40、 独 自実施大学:1)、2009年 には90

校(政 府支援大学:47、 独 自実施大学:43)が 入 学査

定官制 を行っている。政府は、2010年 までの 「大学入

試の完全自律化」を定めている。

現在(2010年)韓 国で最も注目されている国立大学

と私立大学の詳細な大学典型(モ デル)要 素及びその

反映比率の具体的な例は、表3の ようである。

まず、ソウル大は、随時 ・定時で募集を行ってお り、

機会均衡選抜制度の特別典型(モ デル)、 外国人 ・北

朝鮮離脱住民特別典型(モ デル)、 特殊教育対象者 の

特別典型(モ デル)を 設け、多文化主義のなかで大学

教育の責務を担 うことと、大学の組織的な自律化を 目

指 している。評価の手続 きは、準備過程(評 価基準設

定)と1-2-3の 段 階的評価(予 備評価書一書類評価及

び面m合 格者選定)、 最終決定(合 格者検定)で 行

われている。

第1評 価段階では、学業能力、推薦書、自己紹介書、

その他の書類を基に予備評価 を行 う。この段階では、

学生の学業能力、非教科領域の活動、教育環境な どを

参考に し、評価者の意見を記録 して第2評 価段階で活

用できるようになっている。第2評 価段階では、第1

段 階の予備評価を参考にし、書類 と面接評価を行 う0

こ こでは、専攻の適合性や学業遂行能力に観点 をお く。

第3評 価段階では、第1と 第2評 価段階を基に学生の

教育環境などを含めて総合的に判断する。そ して、最

終決定の段階では、 「入学査定委員会」を通 じ評価結

果の再確認 を行い、合格者を決定す る。ソウル大学は、

以上のような 「交差評価」で信頼性と公定性 を確保で

きるように入学査定官制を実施 している。

また、建国大には、大学の設立理念に合わせた特

性化がみ られる。評価基準は、随時1次 で募集を行

ってお り、KU入 学 査定官典型を行 っている。書類評

価のなかでは自己推薦が最 も重視 されている。この

自己推薦典型(モ デル)は 、① 学校生活記録簿、②

自己紹介書、③ 自己推薦書類、④ 教師意見書に分

けられている。① 高校の学校生活記録簿には、個人

の情報、出欠状況、受賞経歴、資格認定事項、サー

クル活動、ボランテ ィア活動や リーダーシ ップに関

する詳細な内容が書かれてある。 ここでは、とりわ

け情意的な領域を評価対象 として認めている。信頼

性の問題 も問われるところであるが、アメ リカの

AdmissionsOfficerSystemと は異なる点であり、韓国

の儒教思想が根底にあるといえる。

また、② 自己紹介書では、志望動機、学業計画、

高校時代の活動に関する達成度、読書活動、逆境を

乗 り越える経験を記述することが求められている。

さらに、③ 自己推薦書類では、公認 された語学認定

書類などについて詳細に記述する必要がある。また、

④ 教師意見書では、学問及び人間性関連領域が総合

的に記述 されている。

そ して、建国大が他大学と大きく異なっている点は、

先述 した ように 「書類審査」に通ってから一泊二 日

の合宿で集団面接、討論面接、発表面接、個別面接

を実施 し、選考の際に学生の自己表現の機会を多 く

提供 しているところである。 これにより、学生の多

様な学問的な力量や潜在力を綿密に観察 し、選抜 し

ていることは上でも述べた。

以上の二つの大学による入学査定官制の評価は、
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「学生が何を知っているか」か ら一歩前進 し、「何が

できるのか」 という情報を集める評価プロセスと し

て実施 しているといえる。その背景には、1,Myeong

-Bakの 「参与政府」の課題 と言われている教育に

おける機会平等(外 国人 ・北朝鮮離脱住民特別典型

(モデル)、 特殊教育対象者、農漁村学生など)を

基調とした実用主義路線の教育改革がある、といえ

よ う。

る16。また、海外の入学査定官制をベンチマーキング

しながら、とりわけ、アメリカの運営を参考に してい

るような状況である。進んだ海外事例 を参照すること

や、査定官の学位 ・名誉 も重要ではあるが、各大学の

特性に合わせて査定官の独立 した位置付けや業務の保

障が必要であると考えられる。

4ま とめと課題

(2)入 学査定官制の実態 と課題

韓国の入学査定官制の導入 ・運営の肯定的に評価で

きる点は、新 しい評価方式により教科領域 とともに非

教科領域 も重視 し、個人の成長環境(貧 しい家庭でも

高い学習成就度 を示 しているなど)や 経験、ボランテ

ィア活動、 リーダーシップの有無な ど、多様な評価観

点を取 り入れて総合的に学生の合否を考慮 しているこ

とである。そ してグロバール化、多文化主義の時代に

あって、学生の選抜 とともに大学発展に寄与できる入

試の専門化(特 性化)を 高等学校 と連携 して目指 して

いることには、一定の評価を与えることができよう。

しか しなが ら、政権交代による教育改革 とい う状況

下において、教育科学部が入学査定官制を全国の大学

へ性急に奨励、推進 したことによって、初 ・中 ・高等

学校 と大学側では少なからず混乱を招いたこともまた

事実である。 これか らの課題 として大きく次の2点 が

指摘できる。

～点 目に
、高等教育の内申成績、高校特性化による

体系的な評価枠 とその基準を定めることが必要である。

入学査定官制の実施か ら3年 が経 っている現在、各大

学による改革は大きく進んでいるが、その前提 となる

高等教育の教育 目標、評価基準が体系的に成立されて

いない。学生、教師、保護者、教育関係者などが依拠

できる制度的な装置や指針書が求められ る。

二点 目に、学生評価 のパ ラダイム変化 によ り総合的

に分析できる専門家としての 「入学査定官(Admissions

Officer)」の継続的な確保である。入学査定官制は、教

科領域とともに非教科領域までを評価観点に入れて将

来における学生の可能性、潜在的な能力をも評価する

能力が求められている。韓国の入学査定官は、70%以

上が教育学 と統計学の修士 ・博士出身で構成 されてい

本稿では、2007年 か ら韓国で実施 している入学査定

官制(AdmissionsOfficerSystem)を 取 り上げ、導入過

程 と改革への観点から議論 した。学生評価要素、各大

学の実践上の問題点、及びその改善案を中心に検討す

ることを 目的とし、その結果、以下のことが明らかに

なった。

入学査定官制が普及 したことで各大学では学生の知識

の再生だけではな く、高次の学力や個人の環境、潜在

力、素質 などを専門的に評価するようになった。その

結果、多文化主義のなかで多様な学生の選抜を行 うと

ともに、大学発展に寄与できる入試の専門化への転換

がもたらされた。 さらに入学査定官制では、新 しい評

価方式により教科領域 ともに非教科領域 も重視し、学

生個人の成長環境や経験、ボランティア活動、リーダ

ーシップな ど多様な評価観点を取 り入れて総合的に能

力を伸張 させることが強調 されることになった。 この

ように入学査定官制を導入 した教育政策は、新しい時

代に求められる学力保障に対応 している点で、一定の

意義が認められる。

しか しなが ら、政府主導による入学査定官制 の推

進 ・普及の方法に関 しては、問題もあったと言わざる

を得ない。教育改革の一環 として急激 に推進されたこ

とによ り、高等教育の内申成績、高校特性化 による体

系的な評価 とその基準の公正性及び信頼性の保持の困

難さといった、実行上の問題点が改めて浮かび上がっ

た。また、入学査定官の継続的な確保の問題や、海外

事例を参考にしながらも韓国の各大学の特性 に合わせ

た独 自の入学査定官制の保障の必要性など、現在でも、

これ らの点については再検討を要求する声が少なくな

い0

そ こで今後の研究課題 としては、次のようなことを

挙げてお きたい。今回は主 として行政文書を中心に議
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論と考察を行ったが、各大学による入学査定官制の具

体的な実施内容、その効果を検証していかなければな

らない。そのために、現在、入学査定官制の実施体制

が整いつつあり、韓国内では最も入試改革に力が注が

れているソウル大学の事例を検討することを今後の課

題としたい。

注

1韓 国 の学生生活記録簿(学 生の学校生活を記述 した

記録書)は 、1981年 導入 し、1995年5月31日 の教育改革

案のなかで 「総合生活記録部」が導入 されてからその

役割 が強調 された。その以降か ら、2006年 ま で大学入

試の典型(モ デル)要 素 として活用されてお り、大 き

く分 けると 「教科領域」 と 「非教科領域」で区分 して

いた。

2こ こでの 「教育課程」 とは
、韓国の教育課程であり

告示 されるものである。

3韓 国における「遂行評価(performanceassessment)」 は
、

課題 に対す る学習者の実践的なアプローチを評価する

評価法の1つ であ り、知識の量よりは知識をどのように

活かすのかを評価の重要な対象とす る。

42002年 以後の大学入試は
、① 「大学修学能力試験」、

② 「学生生活記録簿」 と各大学が行 う③ 「論述」 「面

接 ・実技Jで 選抜が行われた。

52006年OECDのPISA調 査 には
、韓国内から154校 の

15歳 の学生5500名 が参加 し、その結果、読解カ リテラ

シーは2000年 調 査では世界6位 、2003年 調 査では2位 、

今回の2006年 調 査では1位 を示 した。数学的リテラシー

も2000年 調 査では2位 、2003年調査では3位 、今回の2006

年調 査では1～4位 になった。 しか し、科学的 リテラシ

ーでは2000年 調 査では1位
,2003年 調 査では4位 、2006

年調 査では7～13位 に下落 し、科学教育に対する自省の

声が高い。

6「 典型(モ デル)」 とは
、大学入試で必要 とされ る選

考対象要素 ・項 目のことである。

7韓 国の教育科学技術部(MinistryofEducation
,Science

andTechnology)は 、日本の文部科学省に相当す る。1948

年 文 教部で発足 し、1990年 教 育部に改称、2001年 教育

人的資源部に改称、2008年 科 学技術部と統合 し、教育

科学技術部 となった。国家教育に関する政策樹立と学

校 教 育 、 生 涯 学 習 の 企 画 ・総 括 ・調 整 ・評 価 、 原 子 力

及 び 科 学 技 術 振 興 に 関 す る事 務 を 管 掌 して い る 。

8こ こ で の 「3不政 策 」 と は
、政 府 に よ る 「本 考 査 」 「高

校 等 級 制 」 「寄 与 入 学 制 」 を禁 止 す る こ とで あ る 。

9韓 国 の 初 等 教 育 機 関 の 名 称 は
、1940年 代 は 「公 立 国

民 学 校 」、1950年 代 か らは 「国 民 学 校 」 と呼 ば れ 、1996

年 か らは 「初 等 学 校 」 で 定 着 して い る 。 以 下 、 当 該 年

代 で 使 い 分 け が 、煩 雑 に な る の で 必 要 な 箇 所 で は()

内 に 注 記 す る 。

io大 学 修 学 能 力 試 験 を ほ と ん ど 全 て の 大 学 が 利 用 す

る た め 、 受 験 生 は これ を 受 け る 。 これ と高 等 学 校 が 発

行 す る 生 活 記 録 簿(調 査 書)、 各 大 学 の 用 意 す る2次 試

験(論 述 、 面 接 、 実 技 な ど)の 結 果 を 合 わ せ 合 否 判 定

を 受 け る(2次 試 験 を課 さ な い と か大 学 修 学 能 力 試 験

あ る い は 生 活 記 録 簿 の 結 果 を合 わ せ な い 大 学 、 学 部 も

あ る)。

llNationalEducationInformationSystemで 教 育 行 政 情

報 を教 育 庁 と共 に 保 護 者 が 公 有 し 、請 願 の 手 続 き が 可

能 な シ ス テ ム で い る 。http:1!www.neis.go.kr/を 参 照(2010

年3月10日 確 認)

12htt
p:11uao.kcue.or.kr/info/aos_plan.jspを 参 照(2010年3

月10日 確 認)

13入 学 査 定 官 制(Admissionofficersystem)

http:11uao.kcue.or.kr/info/aos _explainjspを 参 照(2010年3

月10日 確 認)。

14KonkukUniversity

IShttp://japanese
.joins.com/article!artide.php?aidlを 参 照

(2010年3月10日 確 認)

16Kim
,Yong-Ki「 入 学 査 定 官 制 度 の運 営 上 の 問題 点 及

び 発 展 方 案 」 『韓 国 教 育 論 壇 』2008年 、pp.136-138。
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